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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＧ画像を用いて個人体型に適した衣服の型紙を作成する衣服の型紙作成方法であって
、予め作成された標準体型モデルの三次元画像と予め作成された当該標準体型モデルに対
応した標準衣服を構成する複数の型紙の三次元画像とを用いて、各型紙の画像を上記標準
体型モデルの対応する部位に着せ付けるように変形するとともに、変形後の各型紙の画像
を予め設定された縫製情報に基づいて合成することにより上記標準衣服の三次元画像を作
成する第１の工程と、上記標準衣服の三次元画像と上記標準体型モデルの三次元画像とを
用いて標準衣服と標準体型モデルとの対応関係を示す第１の射影関数を算出する第２の工
程と、上記標準体型モデルの三次元画像を予め入力された個人体型に関する情報に基づい
て変形し、個人体型モデルの三次元画像を作成する第３の工程と、上記標準体型モデルの
三次元画像と上記個人体型モデルの三次元画像との対応関係を示す第２の射影関数を算出
する第４の工程と、上記第１及び第２の射影関数を用いて上記標準衣服の三次元画像を変
形することにより上記個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像を作成する第５の工程
と、上記個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像に基づいて当該衣服を構成する複数
の型紙を作成する第６の工程とからなることを特徴とする衣服の型紙作成方法。
【請求項２】
　請求項１記載の衣服の型紙作成方法において、個人体型モデルに適した衣服を構成する
複数の型紙は、当該衣服を構成する各型紙の三次元画像を、型紙の対称性、部分的直線性
及び部分的曲線性を制約条件として二次元画像に変換することにより作成されるものであ
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ることを特徴とする衣服の型紙作成方法。
【請求項３】
　ＣＧ画像を用いて個人体型に適した衣服の型紙を作成する衣服の型紙作成システムであ
って、予め作成された標準体型モデルの三次元画像のデータと予め作成された当該標準体
形モデルに対応した標準衣服を構成する複数の型紙の三次元画像のデータとが記憶された
記憶手段と、上記標準体型モデルの三次元画像と上記標準衣服を構成する複数の型紙の三
次元画像とを用いて、各型紙の画像を上記標準体型モデルの対応する部位に着せ付けるよ
うに変形するとともに、変形後の各型紙の画像を予め設定された縫製情報に基づいて合成
することにより上記標準衣服の三次元画像を作成する標準衣服画像作成手段と、上記標準
衣服の３次元画像と上記標準体型モデルの三次元画像とを用いて標準衣服と標準体型モデ
ルとの対応関係を示す第１の射影関数を算出する第１の演算手段と、個人体型に関する情
報を入力する入力手段と、入力された個人体型に関する情報に基づき上記標準体型モデル
の三次元画像を変形して個人体型モデルの三次元画像を作成するモデル画像作成手段と、
上記標準体型モデルの三次元画像と上記個人体型モデルの三次元画像との対応関係を示す
第２の射影関数を算出する第２の演算手段と、上記第１及び第２の射影関数を用いて上記
標準衣服の三次元画像を変形することにより上記個人体型モデルに対応した衣服の三次元
画像を作成する衣服画像作成手段と、上記個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像に
基づき当該衣服を構成する複数の型紙を作成する型紙作成手段とを備えたことを特徴とす
る衣服の型紙作成システム。
【請求項４】
　請求項３記載の衣服の型紙作成システムにおいて、標準衣服、個人体型モデル及び当該
個人体型モデルに対応した衣服の各三次元画像の作成プロセス並びに個人体型モデルに対
応した衣服を構成する複数の型紙の作成プロセスを表示する表示手段を備えたことを特徴
とする衣服の型紙作成システム。
【請求項５】
　ユーザーからネットワークを介して入力された当該ユーザーの体型に関する情報及び衣
服に関する情報に基づき、当該ユーザーに対応する仮想的な衣服の三次元画像を作成する
とともに、この衣服画像に基づき当該衣服を構成する複数の型紙を作成し、上記ユーザー
に提供するサーバーを備え、上記サーバーは、ユーザーから送信される当該ユーザーの体
型に関する情報及び衣服に関する情報を受信するとともに、作成した型紙の情報を上記ユ
ーザーに送信するサーバー側通信手段と、予め作成された標準体型モデルの三次元画像の
データと予め作成された当該標準体形モデルに対応した標準衣服を構成する複数の型紙の
三次元画像のデータとが記憶された記憶手段と、上記ユーザーから送信された衣服に関す
る情報に基づいて選択された上記標準衣服を構成する複数の型紙の三次元画像と上記標準
体型モデルの三次元画像とを用いて、各型紙の画像を上記標準体型モデルの対応する部位
に着せ付けるように変形するとともに、変形後の各型紙の画像を予め設定された縫製情報
に基づいて合成することにより上記標準衣服の三次元画像を作成する標準衣服画像作成手
段と、上記標準衣服の三次元画像と上記標準体型モデルの三次元画像とを用いて標準衣服
と標準体型モデルとの対応関係を示す第１の射影関数を算出する第１の演算手段と、上記
ユーザーから送信された個人体型に関する情報に基づき上記標準体型モデルの三次元画像
を変形してユーザー体型モデルの三次元画像を作成するモデル画像作成手段と、上記標準
体型モデルの三次元画像と上記ユーザー体型モデルの三次元画像との対応関係を示す第２
の射影関数を算出する第２の演算手段と、上記第１及び第２の射影関数を用いて上記標準
衣服の三次元画像を変形することにより上記ユーザー体型モデルに対応した衣服の三次元
画像を作成する衣服画像作成手段と、上記ユーザー体型モデルに対応した衣服の三次元画
像に基づき当該衣服を構成する複数の型紙を作成する型紙作成手段とを備えたことを特徴
とする衣服の型紙作成システム。
【請求項６】
　請求項５記載の衣服の型紙作成システムにおいて、ユーザーは、当該ユーザーの体型に
関する情報及び衣服に関する情報を入力する情報入力手段と、上記ユーザーの体型に関す
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る情報及び衣服に関する情報を送信するとともに、サーバーから送信される型紙情報を受
信するユーザー側通信手段とを備えたことを特徴とする衣服の型紙作成システム。
【請求項７】
請求項３，４，５又は６に記載の衣服の型紙作成システムにおいて、型紙作成手段は、ユ
ーザー体型モデルに対応した衣服を構成する複数の型紙を、当該衣服を構成する各型紙の
三次元画像を型紙の対称性、部分的直線性及び部分的曲線性を制約条件として二次元画像
に変換することにより作成するものであることを特徴とする衣服の型紙作成システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、衣服の製造工程における衣服の型紙作成方法に関し、特にコンピュータ・グラ
フィックス（以下、ＣＧと略称する。）による三次元画像を用いて顧客の体型に適した衣
服（いわゆるオーダーメードの衣服）の型紙を作成する衣服の型紙作成方法及びこの方法
を用いた衣服の型紙作成システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、アパレルメーカでは、アパレル専用のＣＡＤ（Computer Aided Desighn）を用いて
衣服の型紙作成が行われている。このＣＡＤシステムにおいては、標準の衣服の型紙上に
複数の基準線が予め設定されるとともに、この基準線の衣服のサイズの変更に伴う変位量
が予め設定されており、任意のサイズの衣服に対する型紙は、指定されたサイズに応じて
標準の型紙の基準線を変化させて作成するようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の型紙作成方法は、予め設定されたＳ，Ｍ，Ｌ，ＬＬ等の標準体型の型紙を基準
に当該型紙を幾何学的に変形して所望の型紙を作成するようにしているので、標準体型区
分毎に当該区分内のラフな型紙変形ができるに過ぎず、顧客の体型に最もマッチした型紙
を簡単かつ容易に作成すること（すなわち、顧客のオーダーメードに応じた衣服作成を簡
単かつ容易に行うこと）は困難であった。
【０００４】
また、従来のＣＡＤシステムはアパレルメーカ専用に構築されたスタンドアローン方式の
システムであるので、システムが高額であるとともに、当該ＣＡＤシステムに習熟した特
定のオペーレータを必要とし、専門家以外の人が簡単かつ容易に任意サイズの衣服の型紙
を作成することは困難であった。言うまでもなく一般ユーザーは、自己の衣服を自作する
際に上記ＣＡＤシステムを利用できる状況にはないので、型紙さえあれば、自作できる場
合でも自己の体型に最も適した衣服の正確な型紙を得ることは困難であり、オーダーメー
ドの専門店に頼らざるを得ないこととなっている。
【０００５】
本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、ＣＧ三次元画像を用いて任意の体型に
適した衣服を構成する正確な型紙を簡単かつ容易に得ることのできる衣服の型紙作成方法
及びこの方法を用いた衣服の型紙作成システムを提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明は、ＣＧ画像を用いて個人体型に適した衣服の型紙を作成する衣服の
型紙作成方法であって、予め作成された標準体型モデルの三次元画像と予め作成された当
該標準体形モデルに対応した標準衣服を構成する複数の型紙の三次元画像とを用いて、各
型紙の画像を上記標準体型モデルの対応する部位に着せ付けるように変形するとともに、
変形後の各型紙の画像を予め設定された縫製情報に基づいて合成することにより上記標準
衣服の三次元画像を作成する第１の工程と、上記標準衣服の三次元画像と上記標準体型モ
デルの三次元画像とを用いて標準衣服と標準体型モデルとの対応関係を示す第１の射影関
数を算出する第２の工程と、上記標準体型モデルの三次元画像を予め入力された個人体型
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に関する情報に基づいて変形し、個人体型モデルの三次元画像を作成する第３の工程と、
上記標準体型モデルの三次元画像と上記個人体型モデルの三次元画像との対応関係を示す
第２の射影関数を算出する第４の工程と、上記第１及び第２の射影関数を用いて上記標準
衣服の三次元画像を変形することにより上記個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像
を作成する第５の工程と、上記個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像に基づいて当
該衣服を構成する複数の型紙を作成する第６の工程とからなるものである。
【０００７】
また、請求項２記載の発明は、上記衣服の型紙作成方法において、個人体型モデルに適し
た衣服を構成する複数の型紙は、当該衣服を構成する各型紙の三次元画像を、型紙の対称
性、部分的直線性及び部分的曲線性を制約条件として二次元画像に変換することにより作
成されるものである。
【０００８】
また、請求項３記載の発明は、ＣＧ画像を用いて個人体型に適した衣服の型紙を作成する
衣服の型紙作成システムであって、予め作成された標準体型モデルの三次元画像のデータ
と予め作成された当該標準体形モデルに対応した標準衣服を構成する複数の型紙の三次元
画像のデータとが記憶された記憶手段と、上記標準体型モデルの三次元画像と上記標準衣
服を構成する複数の型紙の三次元画像とを用いて、各型紙の画像を上記標準体型モデルの
対応する部位に着せ付けるように変形するとともに、変形後の各型紙の画像を予め設定さ
れた縫製情報に基づいて合成することにより上記標準衣服の三次元画像を作成する標準衣
服画像作成手段と、上記標準衣服の３次元画像と上記標準体型モデルの三次元画像とを用
いて標準衣服と標準体型モデルとの対応関係を示す第１の射影関数を算出する第１の演算
手段と、個人体型に関する情報を入力する入力手段と、入力された個人体型に関する情報
に基づき上記標準体型モデルの三次元画像を変形して個人体型モデルの三次元画像を作成
するモデル画像作成手段と、上記標準体型モデルの三次元画像と上記個人体型モデルの三
次元画像との対応関係を示す第２の射影関数を算出する第２の演算手段と、上記第１及び
第２の射影関数を用いて上記標準衣服の三次元画像を変形することにより上記個人体型モ
デルに対応した衣服の三次元画像を作成する衣服画像作成手段と、上記個人体型モデルに
対応した衣服の三次元画像に基づき当該衣服を構成する複数の型紙を作成する型紙作成手
段とを備えたものである。
【０００９】
また、請求項４記載の発明は、上記衣服の型紙作成システムにおいて、標準衣服、個人体
型モデル及び当該個人体型モデルに対応した衣服の各三次元画像の作成プロセス並びに個
人体型モデルに対応した衣服を構成する複数の型紙の作成プロセスを表示する表示手段を
備えたものである。
【００１０】
また、請求項５記載の発明は、ユーザーからネットワークを介して入力された当該ユーザ
ーの体型に関する情報及び衣服に関する情報に基づき、当該ユーザーに対応する仮想的な
衣服の三次元画像を作成するとともに、この衣服画像に基づき当該衣服を構成する複数の
型紙を作成し、上記ユーザーに提供するサーバーを備え、上記サーバーは、ユーザーから
送信される当該ユーザーの体型に関する情報及び衣服に関する情報を受信するとともに、
作成した型紙の情報を上記ユーザーに送信するサーバー側通信手段と、予め作成された標
準体型モデルの三次元画像のデータと予め作成された当該標準体形モデルに対応した標準
衣服を構成する複数の型紙の三次元画像のデータとが記憶された記憶手段と、上記ユーザ
ーから送信された衣服に関する情報に基づいて選択された上記標準衣服を構成する複数の
型紙の三次元画像と上記標準体型モデルの三次元画像とを用いて、各型紙の画像を上記標
準体型モデルの対応する部位に着せ付けるように変形するとともに、変形後の各型紙の画
像を予め設定された縫製情報に基づいて合成することにより上記標準衣服の三次元画像を
作成する標準衣服画像作成手段と、上記標準衣服の三次元画像と上記標準体型モデルの三
次元画像とを用いて標準衣服と標準体型モデルとの対応関係を示す第１の射影関数を算出
する第１の演算手段と、上記ユーザーから送信された個人体型に関する情報に基づき上記
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標準体型モデルの三次元画像を変形してユーザー体型モデルの三次元画像を作成するモデ
ル画像作成手段と、上記標準体型モデルの三次元画像と上記ユーザー体型モデルの三次元
画像との対応関係を示す第２の射影関数を算出する第２の演算手段と、上記第１及び第２
の射影関数を用いて上記標準衣服の三次元画像を変形することにより上記ユーザー体型モ
デルに対応した衣服の三次元画像を作成する衣服画像作成手段と、上記ユーザー体型モデ
ルに対応した衣服の三次元画像に基づき当該衣服を構成する複数の型紙を作成する型紙作
成手段とを備えたものである。
【００１２】
また、請求項６記載の発明は、上記衣服の型紙作成システムにおいて、ユーザーは、当該
ユーザーの体型に関する情報及び衣服に関する情報を入力する情報入力手段と、上記ユー
ザーの体型に関する情報及び衣服に関する情報を送信するとともに、サーバーから送信さ
れる型紙情報を受信するユーザー側通信手段とを備えたものである。
【００１３】
また、請求項７記載の発明は、上記衣服の型紙作成システムにおいて、型紙作成手段は、
ユーザー体型モデルに対応した衣服を構成する複数の型紙を、当該衣服を構成する各型紙
の三次元画像を型紙の対称性、部分的直線性及び部分的曲線性を制約条件として二次元画
像に変換することにより作成するものである。
【００１４】
上記衣服の型紙作成方法又は衣服の型紙作成システムによれば、まず、予め作成された標
準体型モデルの三次元画像（例えば標準的な体型を有する人体の三次元モデル画像）に対
して、予め作成された当該標準体型モデルに対応した標準衣服を構成する複数の型紙の三
次元画像を標準体型モデルの対応する部位に対向配置し、各型紙の三次元画像を標準体型
モデルの対応する部位に着せ付けるように変形した後、予め設定された縫製情報に基づい
て合成することにより標準衣服の三次元画像が作成される。そして、標準衣服の三次元画
像と標準体型モデルの三次元画像とを用いて標準衣服と標準体型モデルとの対応関係を示
す第１の射影関数が算出される。この第１の射影関数は、例えば標準体型モデルを三角パ
ッチからなる三次元画像で表現し、標準衣服を四角パッチからなる三次元画像で表現した
場合、標準体型モデルの三次元画像を構成する複数の頂点座標群と標準衣服の三次元画像
を構成する複数の頂点座標群との対応関係を表すパラメータとして算出される。
【００１５】
続いて、標準体型モデルの三次元画像を予め入力された個人体型に関する情報（例えばユ
ーザーの体型を表すサイズ等）に基づいて変形し、個人体型モデルの三次元画像が作成さ
れ、この個人体型モデルの三次元画像と標準体型モデルの三次元画像との対応関係を示す
第２の射影関数が算出される。この第２の射影関数は、標準体型モデルの三次元画像を構
成する複数の頂点座標群の変位量を示すパラメータとして算出される。
【００１６】
続いて、第１及び第２の射影関数を用いて標準衣服の三次元画像を変形することにより個
人体型モデルに対応した衣服の三次元画像が作成される。すなわち、標準衣服の三次元画
像を構成する複数の頂点座標群について、標準体型モデルを個人体型モデルに変形した変
位量に基づく変位を与えて衣服の三次元画像が変形される。
【００１７】
そして、個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像に基づいて当該衣服を構成する複数
の型紙が作成される。すなわち、個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像を当該衣服
を構成する複数の型紙に分解し、各型紙を二次元画像に変換して型紙が作成される。この
とき、個人体型モデルに対応した衣服を構成する各型紙は、当該衣服の三次元画像を各型
紙の三次元画像に分解し、型紙の対称性、部分的直線性及び部分的曲線性を制約条件とし
て二次元画像に変換することにより作成される。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明に係る衣服の型紙作成システムの一実施形態を示すブロック構成図である
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。
【００１９】
同図に示す衣服の型紙作成システムは、スタンドアローンで構成したもので、顧客の個人
体型に合わせた衣服の型紙を、ＣＧ三次元画像を用いて作成するものである。型紙作成装
置１は、後述するように、ＣＧによる三次元の仮想空間上に顧客の個人体型に合わせた人
体モデル（三次元画像。以下、個人体型モデルという。）を登場させ、この人体モデルに
対して所望の衣服（三次元画像）を作成し、この衣服から当該衣服を構成する複数個の型
紙を起こすようにしているので、従来のアパレル専用のＣＡＤシステムより簡単かつ容易
に型紙作成ができるものであり、衣服をデザインするアパレル産業界での型紙設計や百貨
店、ブティック、通信販売における衣服のオーダメードシステムでの型紙設計を支援する
ツールとして、また、最近の新しい形態であるファクトリーブティックの支援ツールとし
て有効に活用し得るものである。
【００２０】
なお、ここにいう三次元画像は、例えば人間のモデルを適切なアメラアングルとライティ
ングの下でカメラ撮影して得られる画像に相当するもので、種々の角度から人間の姿勢を
立体的に見ることができるものである。
【００２１】
ここで、衣服の型紙作成装置１の構成を説明する前に、同型紙作成装置１の型紙作成方法
の概要について、図２～図４を用いて簡単に説明する。
【００２２】
型紙作成装置１は、標準体型の人体モデル（以下、標準体型モデルという。）の三次元画
像のデータとこの標準体型モデルに合わせた衣服（以下、標準衣服という。）を構成する
複数個の型紙の三次元画像のデータとを有しており、図２に示すように、ＣＧの仮想空間
上で、標準衣服Ｃを構成する各型紙Ｄ（仮想空間上では平面的になっている）を標準体型
モデルＭの対応する部位に押し付けて所要の形に変形させ、これらの型紙Ｄ（立体画像に
変形されている）を所定の縫製条件に基づいて連結することにより標準体型モデルＭに着
せ付けられた標準衣服Ｃの三次元画像を作成する。そして、両三次元画像を用いて標準体
型モデルＭと標準衣服Ｃとの対応関係を示す第１の射影関数Ｔを算出する。
【００２３】
この第１の射影関数Ｔは、例えば標準体型モデルＭの三次元画像を三角パッチによるサー
フェースモデルで表現する一方、標準衣服Ｃの三次元画像を四角格子が整然と並んだ規格
格子で分割して当該画像内に複数の格子点を設けたとすると、標準衣服Ｃの各格子点と標
準体型モデルＭの各三角パッチとの相互の位置関係（すなわち、標準体型モデルＭのサー
フェースに対する標準衣服Ｃの相対的な距離の関係）を示すもので、標準衣服Ｃの格子点
と標準体型モデルＭの三角パッチとの位置関係（仮想空間上に設けた座標における格子点
の座標と三角パッチの座標との対応関係）を示す具体的なデータがリスト形式で算出され
たものである。
【００２４】
続いて、型紙作成装置１は、図３（ａ）（ｂ）に示すように、標準体型モデルＭの三次元
画像を、外部入力された顧客の体型に関する情報（例えば身長、肩幅、胸囲、胴囲、腰囲
等の情報。以下、体型情報という。）に基づいて変形して個人体型モデルＭ′の三次元画
像を作成するとともに、当該個人体型モデルＭ′と標準体型モデルのＭとの対応関係を示
す第２の射影関数Ｆを算出する。
【００２５】
この第２の射影関数Ｆは、標準体型モデルＭのサーフェースを構成する三角パッチと個人
体型モデルＭ′のサーフェースを構成する三角パッチとの相互の位置関係（すなわち、標
準体型モデルＭのサーフェースを構成する各三角パッチの変位ベクトル量）を示すもので
、標準体型モデルＭの三角パッチと個人体型モデルＭ′との位置関係（仮想空間上に設け
た座標における両三角パッチの座標の対応関係）を示す具体的なデータがリスト形式で算
出されたものである。
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【００２６】
続いて、型紙作成装置１は、図４に示すように、第１及び第２の射影関数を用いて標準衣
服Ｃを変形することにより個人体型モデルＭ′のサイズに適合した衣服Ｃ′（以下、この
衣服を特製衣服という。）の三次元画像を作成し、この特製衣服Ｃ′の三次元画像を用い
て当該衣服′を構成する型紙Ｄ′の二次元画像を作成する。
【００２７】
図５は、上述の型紙作成方法を数学モデルで表したものである。
同図において、符号Ｃ，Ｃ′，Ｄ，Ｄ′，Ｍ，Ｍ′，Ｔ，Ｆは、上述したものと同一であ
る。また、射影関数Ｓは、型紙Ｄの画像から標準衣服Ｃの画像を作成する際の型紙Ｄの画
像を標準衣服Ｃの画像に射影する関数である。また、射影関数Ｚは、特製衣服Ｃ′の画像
から型紙Ｄ′の画像を作成する際の特製衣服Ｃ′の画像を型紙Ｄ′の画像に射影する関数
である。また、射影関数Ｇは、標準衣服Ｃの画像から特製衣服Ｃ′の画像を作成する際に
必要な標準衣服Ｃの画像を特製衣服Ｃ′の画像に射影する関数である。
【００２８】
射影関数Ｇが既知であれば、標準体型モデルＭに対して標準衣服Ｃを作成し、この標準衣
服Ｃの画像を射影関数Ｇを用いて変形すれば、特製衣服Ｃ′の画像を得ることができるが
、射影関数Ｇには顧客の体型に基づく標準衣服Ｃの変形パラメータが含まれるので、射影
関数Ｇは既知とし得ず、標準衣服Ｃの画像から特製衣服Ｃ′の画像を得ることはできない
。なお、顧客毎に当該顧客の体型情報が得られたとしてもこの体型情報は特製衣服Ｃ′に
直接、関係する情報ではないので、顧客の体型情報から射影関数Ｇを決定することは容易
でない。
【００２９】
その一方、仮想空間上で標準体型モデルＭの三次元画像に対する標準衣服Ｃの三次元画像
を作成することができるとともに、顧客の体型情報に基づき標準体型モデルＭの三次元画
像を変形して個人体型モデルＭ′の三次元画像を作成することができるので、標準体型モ
デルＭと個人体型モデルＭ′との射影関係を標準衣服Ｃに適用すれば、特製衣服Ｃ′の画
像を得ることができる。従って、本型紙作成装置１では、標準衣服Ｃから標準体型モデル
Ｍ、個人体型モデルＭ′及び特製衣服Ｃ′の経路を辿ることで、等価的に射影関数Ｇによ
る特製衣服Ｃ′の画像作成を達成するようにしている。
【００３０】
上記の射影関係を数学的に表現すると、

となる。
【００３１】
上記（１）式は、標準体型Ｍの画像情報に射影関数Ｔを作用させることにより、また、標
準体型Ｍ及び型紙Ｄの画像情報に射影関数Ｓを作用させることにより標準衣服Ｃの三次元
画像が得られることを示している。また、（２）式は、標準衣服Ｃの画像情報に射影関数
Ｔの逆関数Ｔ~1を作用させて得られる標準体型モデルＭの画像情報に更に射影関数Ｆを作
用させることにより、個人体型モデルＭ′の三次元画像が得られることを示し、（３）式
は、（２）式で得られる個人体型Ｍ′の画像情報に射影関数Ｔを作用させることにより、
特製衣服Ｃ′の三次元画像が得られることを示している。また、（４）式は、（３）式で
得られた特製衣服Ｃ′の画像情報に型紙の制約条件（平面性、左右対称性、部分的直線製
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、部分的曲面性、縫合時の整合性等の条件）を加味して射影関数Ｓを作用させることによ
り型紙Ｄ′の二次元画像が得られることを示している。
【００３２】
図１に戻り、衣服の型紙作成装置１のブロック構成について説明する。
同図に示す衣服の型紙作成装置１は、衣服の型紙作成処理を集中制御する制御部２、衣服
の型紙作成プロセスのプログラムや初期データが記憶されたＲＯＭ３、入力情報や画像作
成処理における演算結果等を一時的な記憶するためのＲＡＭ４、所要のデータを入力する
入力部５、型紙作成プロセスにおける種々の情報を表示する表示装置６、型紙作成処理で
作成された個人体型モデルや衣服の画像データ及び型紙のデータ等のデータを記憶する外
部記憶装置７及びデータを記録する表記録装置８により構成されている。
【００３３】
入力部５は、キーボードやマウスからなり、顧客の体型に適した衣服の型紙を作成するた
めに必要な情報（例えば個人体型モデルＭ′の三次元画像を作成するための顧客の体型情
報、衣服の型紙に関する情報、衣服の生地に関する情報及び衣服の縫製に関する情報）や
各種のコマンドを入力するものである。
【００３４】
表示装置６は、ＣＲＴ、液晶表示デバイス、プラズマ表示パネル等の電子ディスプレイデ
バイスから構成され、衣服の型紙を作成するために必要な種々の情報（体型情報、衣服に
関する情報その他のＱ＆Ａ方式におけるコマンド）等を入力するための表示を行うととも
に、これらの情報に基づいて作成された顧客の体型に適した衣服やこの衣服を構成する複
数個の型紙を表示するものである。
【００３５】
外部記憶装置７は、種々の情報の書込及び読出が可能な装置であり、入力部５を介して入
力された種々の情報（上述の顧客の体型情報や衣服の型紙情報、生地情報及び縫製情報等
）、作成された個人体型モデル及び特製衣服の画像情報並びにその特製衣服を構成する複
数個の型紙の画像情報を記憶するものである。外部記憶装置７には、予め直立状態の標準
体型モデルＭ（図２の参照）の三次元画像情報が記憶されている。標準体型モデルＭの三
次元画像情報は、例えば実際に人物を三次元曲面形状測定装置等で測定して得られるデー
タを用いて作成され、外部記憶装置７には、手、足、頭等の複数のパーツの画像に分割し
て記憶されている。
【００３６】
記録装置８はプリンタからなり、作成された個人体型モデルＭ′や特製衣服Ｃ′等の画像
、この特製衣服Ｃ′を構成する複数個の型紙Ｄ′の画像等を記録紙に出力するものである
。
【００３７】
制御部２は、上述した型紙作成方法に従って、仮想空間上で顧客の体型に適した衣服Ｃ′
の三次元画像の作成及びこの衣服を構成する複数個の型紙Ｄの二次元画像の作成を行うも
のである。
【００３８】
制御部２は、内部に標準衣服Ｃ′の三次元画像を作成する標準衣服画像作成部２０１、個
人体型モデルＭ′の三次元画像を作成するモデル画像作成部２０２、第１の射影関数Ｔを
算出する第１射影関数演算部２０３、第２の射影関数Ｆを算出する第２射影関数演算部２
０４、特製衣服Ｃ′の三次元画像を作成する特製衣服画像作成部２０５及び特製衣服Ｃ′
の三次元画像から当該特製衣服Ｃ′を構成する複数個の型紙Ｄ′の画像を作成する型紙作
成部２０６を備えている。
【００３９】
標準衣服画像作成部２０１は、例えば特開平８－４４７８５号（衣服の立体形状形成方法
）に開示された方法で標準衣服Ｃの三次元画像を作成する。この画像作成方法の詳細説明
は省略するが、その概要は、衣服を構成する複数個の型紙Ｄをモデルの周囲の対応位置に
配置し、各型紙をモデルに押し付けるようにして衣服の仮の立体形状を形成した後、各型
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紙同士を縫製して衣服を作成する手順をシミュレートする方法で標準衣服Ｃの三次元画像
を生成するものである。
【００４０】
標準衣服画像作成部２０１は、入力部５から入力された衣服の種類（ワンピース、ツーピ
ース等の衣服の形状の種類）に基づきＲＡＭ４に外部記憶装置７から対応する標準衣服Ｃ
の型紙Ｄ（複数枚のパーツからなる）の画像データを読み出すとともに、標準体型モデル
Ｍの画像データを読み出す。なお、標準体型モデルＭの三次元画像は、例えば実際のモデ
ルを三次元曲面形状計測装置で測定して得られる三次元距離データを用いて作成されてい
る。
【００４１】
そして、メモリ空間上で標準体型モデルＭの回りの所定位置に各型紙Ｄを配置し、所定の
バネ力で当該バネ力が所定の閾値以下となるまで各型紙Ｄを互いに引き寄せて標準体型モ
デルＭを包み込み、この状態で型紙Ｄ同士を縫製するように画像処理を行って標準衣服Ｃ
の三次元画像を作成する。この画像処理においては、各型紙Ｄは、入力部５から入力され
た生地情報に基づき変形され、縫製情報に基づいて縫製処理が行われる。そして、この標
準衣服の三次元画像は外部記憶装置７に記憶される。
【００４２】
モデル画像作成部２０２は、ＲＡＭ４に外部記憶装置７から標準体型モデルＭの画像デー
タを読出し、この画像データに入力の部５から入力された顧客の体型情報に基づいて所要
の変形処理を施して個人体型モデルＭ′の三次元画像を作成する。そして、この個人体型
モデルＭ′の三次元画像も外部記憶装置７に記憶される。
【００４３】
なお、個人体型モデルＭ′の三次元画像は、例えば全体的に拡大（又は縮小）する場合は
、図６に示すように、標準体型モデルＭの三次元画像を全体的に所定の比率で拡大（又は
縮小）することにより作成され、部分的に拡大（又は縮小）する場合は、図７に示すよう
に、標準体型モデルＭの三次元画像の対応する部分を（拡大又は縮小）するとともに、関
連する部位をＦＦＤ法（Free Form Deformation）により所要のサイズに拡大（又は縮小
）することが行われる。
【００４４】
なお、図６は、標準体型モデルＭの身長１６０ｃｍを１８０ｃｍに変更して個人体型モデ
ルＭ′を作成する場合の例で、標準体型モデルＭのｙ軸方向の長さＴが１．１２５（＝１
８０／１６０）倍の長さに変更されるとともに、両腕、両足、バスト、ウェスト、ビップ
の各部位のサイズが１．１２５倍される。また、図７は、標準体型モデルＭの肩幅を６０
ｃｍから１００ｃｍに拡大して個人体型モデルＭ′を作成する場合の例で、肩の両端の制
御点Ａ，Ｂ（ＡＢ間の長さは６０ｃｍに相当）が制御点Ａ′，Ｂ′（Ａ′Ｂ′間の長さは
１００ｃｍに相当）に変更されるとともに、胸部の制御点Ｃ，ＤがＦＦＤ法によって算出
される制御点Ｃ′，Ｄ′に変更される。
【００４５】
第１射影関数演算部２０３は、標準衣服画像作成部２０１で作成された標準衣服Ｃの画像
データと標準体型モデルＭの画像データとを用いて第１の射影関数Ｔを算出する。標準体
型モデルＭの三次元画像は、上述したように三角パッチによるサーフェースモデルで表現
されている。標準体型モデルＭを三角パッチによるサーフェースモデルで表現するのは、
少ないデータ数でモデルの体型を正確に表現するためである。一方、標準衣服Ｃの三次元
画像は、上述したように、四角格子が整然と並んだ規格格子で分割され、衣服の面内には
複数個の格子点が設けられている。標準衣服Ｃの三次元画像を四角格子で格子形成してい
るのは、衣服の素材である布構造（横糸、縦糸）に近く、型紙の格子化に適し、仮想空間
上での型紙の縫製処理が容易である点を考慮したものである。
【００４６】
第１射影関数演算部２０３は、標準衣服Ｃの任意の格子点ｃi（ｉ＝１，２，…ｎ）につ
いて当該格子点ｃiに最近接する標準体型モデルＭの格子点ａi（ｉ＝１，２，…ｎ）を算
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出し、格子点ｃiの格子点ａiに対する位置関係の情報を算出する。格子点ｃiに対する格
子点ａiは、当該格子点ｃiの法線方向と逆方向の法線ベクトルを有する標準体型モデルＭ
の格子点ａiを算出することにより行われる。なお、格子点ｃiの法線方向に格子点ａiが
存在しなければ、図８に示すように、当該格子点ｃiを中心とする立方体形状の微小枠Ｑ
を設定し、この微小枠の寸法を拡大させて最初に微小枠に含まれることとなる標準衣服Ｃ
の格子点ｃiの法線方向と逆方向の法線ベクトルを有する標準体型モデルＭの格子点ａiが
当該格子点ｃiに対応する格子点となる。なお、格子点ｃiと標準体型モデルＭの格子点と
の距離を演算し、最短距離を有する標準体型モデルＭの格子点を格子点ｃiに対する格子
点ａiとするようにしてもよい。
【００４７】
格子点ｃ１と格子点ａ１との位置関係の情報は、例えば格子点ｃ１の座標と格子点ａ１の
座標とを対にして結合したもので、第１射影関数演算部２０３は、全ての格子点ｃi（ｉ
＝１，２，…ｎ）について対応する標準体型モデルＭの格子点ａi（ｉ＝１，２，…ｎ）
を算出し、その座標データの対応関係をリスト形式で出力する。なお、格子点ｃiと格子
点ａiとの位置関係の情報を、両格子点間のベクトル的な距離で表現してもよい。第１射
影関数演算部２０３で算出された第１の射影関数Ｔは外部記憶装置７に記憶される。
【００４８】
第２射影関数演算部２０４は、標準体型モデルＭの画像データとモデル画像作成部２０２
で作成された個人体型モデルＭ′の画像データとを用いて第２の射影関数Ｆを算出する。
個人体型モデルＭ′の三次元画像は標準体型モデルＭの三次元画像を顧客の体型情報に基
づいて変形したものであるから、標準体型モデルＭの三次元画像を構成する複数個の三角
パッチの各格子点ａi（ｉ＝１，２，…ｎ）とこれに対応する個人体型モデルＭ′の三次
元画像を構成する複数個の三角パッチの格子点ａi′とは既知である。従って、第２射影
関数演算部２０４は、図９に示すように、標準体型モデルＭの三次元画像を構成する格子
点ａiとこれに対応する個人体型モデルＭ′の三次元画像を構成する格子点ａi′との位置
関係の情報を第２の射影関数Ｆとして算出する。格子点ａiと格子点ａiとの位置関係の情
報は、例えば格子点ａiの座標と格子点ａi′の座標とを対にして結合したもので、第２射
影関数演算部２０３は、第１射影関数Ｔと同様に両格子点ａi，ａi′の座標データの対応
関係をリスト形式で出力する。なお、格子点ａiと格子点ａi′との位置関係の情報を、両
格子点間のベクトル的な距離で表現してもよい。第２射影関数演算部２０４で算出された
第２の射影関数Ｆも外部記憶装置７に記憶される。
【００４９】
特製衣服画像作成部２０５は、第１，第２の射影関数Ｔ，Ｆを用いて標準衣服Ｃの三次元
画像を変形することにより特製衣服Ｃ′の三次元画像を作成する。すなわち、特製衣服画
像作成部２０５は、標準衣服Ｃの三次元画像を構成する各格子点ｃi（ｉ＝１，２，…ｎ
）に上記（３）式の演算を施して特製衣服Ｃ′の三次元画像を構成する格子点ｃi′を算
出する。特製衣服画像作成部２０５で算出された特製衣服Ｃ′の画像データは、外部記憶
装置７に記憶される。
【００５０】
型紙作成部２０６は、特製衣服画像作成部２０５で作成された特製衣服Ｃ′（三次元画像
）を複数個の型紙Ｄ′（三次元画像）の部分に分離するとともに、三次元形状の各型紙Ｄ
′の部分を二次元形状に展開して平面的な型紙Ｄ″を作成する。このとき、例えば衣服の
前身頃の部分のように、左右の対称性を保存する必要のある型紙については、図１０に示
すように、対称線に対して左右が対称となる平均的な平面形状が決定され、この平面形状
に基づいて型紙Ｄ′が展開される。なお、図１０は、左右対称性の制約条件の元に各格子
点ｃi間の距離（長さ）を保存しつつ前身頃の三次元形状の型紙Ｄ′を二次元形状の型紙
Ｄ″に展開したものである。
【００５１】
更に、図１１に示すように、元の型紙Ｄにおいて直線であった部分ｄ１に対応する部分ｄ
１″は直線となるように、曲線であった部分ｄ２に対応する部分ｄ２″はその曲線の曲率
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変化が保存された曲線となるように、型紙Ｄ″の二次元形状が修正されて最終的な型紙Ｄ
″の形状が決定される。
【００５２】
次に、衣服の型紙作成装置１の型紙作成手順について、図１２に示すフローチャートに従
って説明する。
【００５３】
まず、仮想空間上で標準衣服を構成する複数個の型紙Ｄを標準体型モデルＭに押し付ける
ようして当該衣服の生地特性に基づき所要の変形を行い、当該衣服の縫製特性に基づき各
型紙Ｄを縫製して標準体型モデルＭに着せ付けられた標準衣服Ｃの三次元画像が作成され
る（ステップ＃１）。続いて、標準衣服Ｃを構成する各格子点ｃiに対応する標準体型Ｍ
を構成する格子点ａiが算出され、更に両格子点ｃi，ａiの位置関係の情報が第１の射影
関数Ｔとして算出される（ステップ＃３）。
【００５４】
続いて、入力部５から入力された顧客の体系情報に基づき標準体型モデルＭの三次元画像
を変形して個人体型モデルＭ′の三次元画像が作成され（ステップ＃５）、更にこの個人
体型モデルＭ′の三次元画像を構成する各格子点ａi′と標準体型モデルＭの三次元画像
を構成する当該格子点ａi′に対応する格子点ａiとの位置関係の情報が第２の射影関数Ｆ
として算出される（ステップ＃７）。
【００５５】
続いて、第１の射影関数Ｔ及び第２の射影関数Ｆに基づき標準衣服Ｃの三次元画像を構成
する各格子点ｃi′を変位させて個人体型モデルＭ′に着せ付けた特製衣服Ｃ′の三次元
画像が作成される（ステップ＃９）。そして、この特製衣服Ｃ′の三次元画像を当該衣服
を構成する複数個の型紙Ｄ′の三次元画像に分離するとともに、各型紙Ｄ′の三次元画像
を型紙の対称性、部分的直線性及び部分的曲線性の制約条件の元に二次元画像に展開して
所望の型紙Ｄ″が作成される（ステップ＃１１）。
【００５６】
図１３は、コンピュータネットワークを用いた型紙作成システムの一実施の形態を示すブ
ロック構成図である。
【００５７】
同図に示す型紙作成システムは、インターネットやイントラネット等のネットワークを介
してサーバー２０とクライアント３０とが双方向に通信可能に構成されている。
【００５８】
この実施形態では、サーバー２０は、ネットワークサーバー２１、アプリケーションサー
バー２２及びデータベースサーバー２３で構成されている。ネットワークサーバー２１は
、クライアント３０との双方向通信を制御し、データベースサーバー２３は、標準体型モ
デルＭの三次元画像のデータや標準衣服Ｃを構成する型紙の画像データを記憶している。
また、アプリケーションサーバー２２は、上述の標準衣服作成部２０１～型紙作成部２０
６にそれぞれ相当する標準衣服画像作成部２２１、モデル画像作成部２２２、第１射影関
数演算部２２３、第２射影関数演算部２２４、特製衣服画像作成部２２５及び型紙作成部
２２６を有し、クライアント３０のアクセスに応じて基本画面に関する情報をネットワー
クサーバー２１を介してクライアント３０に送信するとともに、この基本画面に従ってク
ライアント３０から送信される各種の情報を受信し、これらの受信情報とデータベースサ
ーバー２３から読み出した各種の情報とに基づきクライアント３０の要求する衣服の三次
元画像とその衣服を構成する複数の型紙の二次元画像とを作成するものである。
【００５９】
なお、基本画面は、クライアント３０が自己の体型に合った特製の衣服をオーダーする際
の必要な情報（例えば自己の体型に関する情報や生地、色柄、種類（ワンピース、ツーピ
ース等の種類）等の衣服に関する情報を選択入力するための画面で、クライアント３０は
、図略のマウスを用いて基本画面に表示された入力項目を選択的に指示することにより衣
服に関する情報等を入力することができるようになっている。また、クライアント３０の
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体型に関する情報は、図略のキーボードを用いて直接、数値を入力することにより行われ
る。
【００６０】
クライアント３０は、ネットワークに接続されたユーザー端末３１とこのユーザー端末に
電気的に接続された表示装置３２を備えている。クライアント３０は、ユーザー端末３１
からネットワークを介してサーバー２０にアクセスすると、サーバー２０から基本画面に
関する情報が送信され、この基本画面が表示装置３２に表示される。従って、クライアン
ト３０は、この基本画面に従ってキーボード、マウス等を操作することにより所望の情報
を選択入力することで、型紙作成のサービスを受けることができる。
【００６１】
次に、図１３に示す型紙作成システムにおける型紙作成手順について、図１４、１５のフ
ローチャートに従って説明する。
【００６２】
まず、オペレータがクライアント３０のキーボード等の入力装置を操作してサーバー２０
のホームページにアクセスすると、これを受けてサーバー２０側で顧客の体型に関する情
報を入力するための画面（体型入力画面）に関する情報がクライアント３０に送信される
（ステップ＃２１，＃４１）。
【００６３】
クライアント３０側では、この体型入力画面に関する情報に基づき表示装置３２上に体型
入力画面が表示され、この表示内容に従ってオペレータが顧客の体型情報をキーボード、
マウス等を用いて入力する（ステップ＃２３）。この入力された顧客の体型情報は、ネッ
トワークを介してサーバー２０側に送信され、アプリケーションサーバー２２のＲＡＭ（
図略）に一時的に記憶されるとともに、基本画面に関する情報がクライアント３０側に送
信される（ステップ＃４３）。
【００６４】
続いて、クライアント３０側では、この基本画面に関する情報に基づき表示装置３２上に
基本画面が表示され、オペレータがこの基本画面に従って所望の衣服の生地、色柄、種類
等の情報を選択入力するととともに、当該衣服の型紙作成を指示すると（ステップ＃２５
，＃２７）、衣服に関する情報及び型紙作成指示等の各種の情報がサーバー２０側に送信
される（ステップ＃２９）。
【００６５】
一方、サーバー２０では、クライアント３０から送信された各種の情報を受信し、図１２
のフローチャートで説明したステップ＃１～＃１１に相当するステップ＃４７～＃５７の
処理を実行して顧客の体型に適した特製の衣服の立体画像が作成されるとともに、この衣
服を構成する型紙の平面画像が作成される。そして、この特製の衣服の立体画像及び型紙
の平面画像の情報は、ネットワークを介してクライアント３０に送信され（ステップ＃５
９）、クライアント３０側では、特製の衣服の立体画像及び型紙の平面画像の情報が受信
されると（ステップ＃３１）、これらの画像が表示装置３２に更新的に表示される（ステ
ップ＃３３）。
【００６６】
これにより、オペレータは、自分が選択した衣服の自己の体型に適した立体的形状を確認
できるとともに、その衣服の型紙を簡単に取得することができる。そして、もし、希望の
衣服形状が得られない場合は、自己の体型情報や衣服に関する情報を修正して再度、型紙
作成を指示することにより、所望の形状の衣服とその衣服の型紙を容易に取得することが
できる。
【００６７】
なお、上記実施の形態では、顧客の体型情報に基づき標準体型モデルＭを変形して個人体
型モデルＭ′を得るようにしていたが、三次元曲面形状測定装置による顧客の体型の実測
データに基づき個人体型モデルＭ′の三次元画像を作成するようにしてもよい。あるいは
、標準体型モデルＭだけでなくこれに類似した体型の複数の体型モデルの三次元画像を予
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め用意しておき、顧客の体型情報に基づいて最も類似した体型モデルを選択することによ
り個人体型モデルＭ′を決定するようにしてもよい。
【００６８】
上記のように、ＣＧの仮想空間上で標準体型モデルＭに対する標準衣服Ｃを作成するとと
もに、顧客の体型に合わせた個人体型モデルＭ′を作成し、標準体型モデルＭに対する個
人体型モデルＭ′の変位特性を標準衣服Ｃに反映して個人体型モデルＭ′に対する特製衣
服Ｃ′を作成し、この特製衣服Ｃ′から型紙Ｄ′を作成するようにしたので、顧客の体型
に合った衣服の型紙を簡単かつ容易に作成することができる。
【００６９】
これにより、例えばアパレル産業の型紙設計において、各社固有のターゲットとする顧客
に適合した衣服の型紙を迅速かつ容易に作成することができる。また、オーダーメードの
場合にも採寸時に顧客の体型に合わせた衣服の立体的形状とその衣服の型紙とを得ること
ができるので、衣服作成の迅速化、低価格化に寄与する。更に、顧客の体型に対応した個
人体型モデルＭ′を登録しておくことで、種々の形状の衣服や同一形状の衣服のオーダー
に対して迅速に対応することができる。
【００７０】
【発明の効果】
以上、説明したように、本発明によれば、ＣＧ画像を用いて個人体型に適した衣服の型紙
を作成する衣服の型紙作成方法であって、標準体型モデルの三次元画像と標準衣服を構成
する複数の型紙の三次元画像とを用いて当該標準体型モデルに対応する標準衣服の三次元
画像を作成するとともに、標準体型モデルと標準衣服との対応関係を示す第１の射影関数
を算出する一方、標準体型モデルの三次元画像を個人体型に関する情報に基づき変形して
個人体型モデルの三次元画像を作成するとともに、標準体型モデルと個人体型モデルとの
対応関係を示す第２の射影関数を算出し、第１及び第２の射影関数を用いて標準衣服の三
次元画像を変形することにより個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像を作成し、こ
の衣服の三次元画像に基づいて当該衣服を構成する複数の型紙を作成するようにしたので
、任意の体型に対応した好適な形状の衣服の型紙を簡単かつ容易に作成することができる
。そして、これにより、オーダーメードの場合にも採寸時に顧客の体型に合わせた衣服の
立体的形状とその衣服の型紙とが得られ、迅速に衣服を作成することができる。
【００７１】
また、個人体型モデルに対応した衣服の三次元画像に基づき当該衣服を構成する複数の型
紙を作成する際、型紙の対称性、部分的直線性及び部分的曲線性を制約条件として各型紙
の三次元画像を二次元画像に変換するようにしたので、実用性の高い正確な型紙を得るこ
とができる。
【００７２】
また、コンピュータシステムで型紙作成システムを構築するようにしたので、個人ユーザ
ーでも簡単に任意の体型にマッチした衣服の型紙が容易に得られ、一般ユーザーへの衣服
作成支援システムとして有効に活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る衣服の型紙作成システムの一実施形態を示すブロック構成図である
。
【図２】標準体型モデルに対する標準衣服を作成するプロセスを示す図である。
【図３】標準体型モデルとこの標準体型モデルを変形して得られる個人体型モデルを示す
図で、（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図である。
【図４】標準衣服を変形して個人体型モデルに対する特性衣服を作成するプロセスを示す
図である。
【図５】本発明に係る型紙作成方法を数学モデルで表した図である。
【図６】標準体型モデルの画像を全体的に拡大して所望の個人体型モデルの画像を作成す
る方法を説明するための図である。
【図７】標準体型モデルの画像の一部に拡大して所望の個人体型モデルの画像を作成す方
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【図８】第１の射影関数Ｔを算出する方法を説明するための図である。
【図９】第２の射影関数Ｆを算出する方法を説明するための図である。
【図１０】前身頃の部分の三次元画像を型紙の左右対称性の制約条件の元に展開して得ら
れる前身頃の型紙を示す図である。
【図１１】図１０に示す前身頃の型紙に部分的直線性及び部分的曲線性の制約条件に基づ
く修正を施して最終的に得られる型紙を示す図である。
【図１２】本発明に係る型紙作成システムの型紙作成手順を示すフローチャートである。
【図１３】コンピュータネットワークを用いた型紙作成システムの一実施の形態を示すブ
ロック構成図である。
【図１４】コンピュータネットワークを用いた型紙作成システムにおける型紙作成手順を
示すフローチャートである。
【図１５】コンピュータネットワークを用いた型紙作成システムにおける型紙作成手順を
示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　衣服の型紙作成装置
２　制御部
２０１，２２１　標準衣服画像作成部（標準衣服画像作成手段）
２０２，２２２　モデル画像作成部（モデル画像作成手段）
２０３，２２３　第１射影関数演算部（第１の演算手段）
２０４，２２４　第２射影関数演算部（第２の演算手段）
２０５，２２５　特製衣服画像作成部（衣服画像作成手段）
２０６，２２６　型紙作成部（型紙作成手段）
３　ＲＯＭ
４　ＲＡＭ
５　入力部（入力手段）
６，３２　表示装置（表示手段）
７　外部記憶装置（記憶手段）
８　記録装置
２０　サーバー
２１　ワークサーバー（サーバー側通信手段）
２２　アプリケーションサーバー
２３　データベースサーバー
３０　クライアント
３１　ユーザー端末（ユーザー側通信手段）
Ｃ　標準衣服（三次元形状）
Ｃ′　特製衣服（三次元形状）
Ｄ　標準衣服を構成する型紙
Ｄ′　特製衣服を構成する型紙
Ｄ″　特製衣服を構成する型紙（平面形状）
Ｍ　標準体型モデル（三次元形状）
Ｍ′　個人体型モデル（三次元形状）
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【図８】 【図９】
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